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年 10 月 23 日 ）と矢崎彦太郎氏 （指揮者 /2010 年 1 月 20 日 ）を招聘し講演会を行った。  
②ケース教材の作製 ・出版  
下記 2 種の作成 ・出版を行った。  
「劇団四季  ジーザス・クライスト＝スーパースター  2009 年名古屋公演 」 （愛 知大学経営学部准教授 ・太田
幸治氏が執筆 ）  
「日本フィルハーモニー交響楽団の『夏休みコンサート』35 周年 (A )」（日本フィルハーモニー交響楽団事務局 ・
山岸淳子氏が執筆 ）  
③アーツ・マネジメント・プログラムのカリキュラムに関する研究会開催  
第 1 回研究会 ：2009 年 7 月 9 日、第 2 回研究会 ：2009 年 8 月 2 日、第 3 回研究会 ：2009 年 10 月 28
日、第 4 回研究会 ：2009 年 12 月 27 日  
 
（得られた成果等） 
アーツ・マネジメント教育にゲスト・スピーキングを採り入れることにより、学生に普段にはない刺激を与
え、理論と現実を結び付け、実際の社会への応用力を養成するのに一定の効果があったと思われる。ま
た、講演会は一般公開の形にして地域の方にも開放したため、本学の地域貢献の一端も担うことができた
のではないかと思う。 
今回ケース教材を作成・出版し、日本では慶應義塾大学、政策研究大学院大学に次いでアーツ・マネジ
メント教育におけるケース・メソッドの採用に本学が着手することができた。また、ケースを関係各所に送付す
ることによりアーツ・マネジメント専攻を有する大学の取り組みとして本学のアピールをすることができた。 
ケース教材は継続的に作成し蓄積・更新していくことが重要であるし、ケースを作成するだけでなく使用
しなければ意味がない。次年度（2010 年度）以降については、ケース作成の継続、ケース・メソッドによる教
育の実施、ケース教育の方法の洗練、ケース・リードができる教員の養成・教員の能力開発が課題であると
認識している。 
 
